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	外部に相談したきっかけ
（こんな困りごとがあった、
　施設を利用したかった、等）

	サポート団体　NPO法人ふるさと未来創造堂
・平成30年5月にふるさと未来創造堂と地域の防災教育担当者が一緒に学校に訪れ、長岡市独自の防災教育教材「長岡市防災玉手箱」の追加教材の差し替えをしていただきながら、防災玉手箱の仕組みや使い方について説明を受けた。その際、学校が防災教育に取り組む際の相談窓口があり、学習計画の相談や資料提供等のサポートが受けられること、被災体験を持つ語り部や地域の防災に詳しい様々な講師派遣が可能なことを聞き、地域に根差したより実践的な防災教育に取り組めると感じた。
・学校としても防災教育を継続して取り組んでいるが、担当が変　　わった最初の年は、過去の資料の見直しから、他の職員との調整・準備等、担当者の負担は大きい。その負担感を外部の相談窓口や地域のサポートの力を借りて、共に学びの機会として考えていけることが、学校現場の負担軽減と子どもが自分事として捉えられる防災教育の推進につながると感じている。

	サポート実例
	・学校の防災教育年間計画（新潟県防災教育プログラムの活用）に
　基づき、学活や理科1単位時間の中で新潟県防災教育プログラム
　をどのように活用して授業を行うかといった学習計画案の作成
・授業への講師派遣、被災体験語り部の講師派遣
・ホワイトボードを活用した学習の提案

	先生の声
（やってみて良かった、改善点等）
	・中越地震の体験談を伝えてくださる地域講師（語り部）を招いての学習時、避難所に避難した方と避難しなかった方の双方の立場からの体験談、その理由や思い等を聞いた。生徒は被災した後の生活についても様々な課題や不安があることをイメージすることができ、被災後の生活を少しでも良くするために中学生にできることを具体的に考えることができた。
・学習内容に沿った被災体験談をお話いただける方とのつながりは持てていない。どこに、どのような人がいるかわからず、招きたくとも招けないのが現状である。結果、画像や映像での学習になってしまい、生徒が自分事として捉えられないこともある。学校が持てていないつながりを補完し、講座当日までコーディネートしてもらえるのは、教員にとっても貴重な学びの機会になる。
・防災教育担当者にとって、相談すればサポートしていただける環境が長岡市に存在することが、安心して学校全体での防災教育を進めていくことにつながっている。
・「ホワイトボードを活用した話合い活動をしたい。」等、学校が育みたい力につながる活動内容についても、防災を学習題材として様々な提案や助言をいただくことができ、生徒の学びに向かう姿勢も非常に主体的だと感じている。



